
はだの行政サービス改革基本方針実行計画の改定について

(1) 取組内容の見直し
ア 仕事の改革
・次のとおり取組内容を追加しました

①介護認定審査会のペーパーレス化
②書かない窓口端末の導入
③オンライン決済の導入

・次のとおり目標とする指標（R7）を上方修正しました
①電子申請可能手続数（224手続以上→311手続以上）
②電子申請年間利用件数（1.7万件以上→2.3万件以上）

イ 担い手をつくる改革
弘法の里湯は、令和５年度に実施した事業者へのヒアリ

ングを踏まえ、参入しやすいスキームの構築に向けた諸課
題を整理しながら、指定管理者制度等の導入に向けた検討
を進めることとし、目標効果額（R7）約1,900万円を削除
しました

ウ 公共施設の改革
ほりかわ幼稚園の公私連携によるこども園化等の計画に

基づき目標効果額（R7）約5,300万円を追加計上しました

(2) 目標効果額の見直し
・一般会計 0.3億円増額修正
・特別会計 2.3億円減額修正（上記エ②のとおり）

令和６年３月

R3 R4 R5 R6 R7 合計

一般
会計

4.4 10.6 10.0 8.6 6.9 40.5

特別
会計

0.4 0.4 1.0 1.2 1.4 4.4

単位：億円【改定前】

R3 R4 R5 R6 R7 合計

一般
会計

4.4 10.6 10.0 8.6 7.2 40.8

特別
会計

0.06 0.01 0.6 0.7 0.7 2.1

単位：億円【改定後】

特別会計

一般会計

国保レセプト点検の強化及びジェネリック
医薬品の使用促進 → 削除（※参照）

国保特会繰出金の抑制 → 継続計上

※重複した効果額の計上であることから、特別会計分
を削除し、一般会計での計上に一本化したものです

エ 歳入・歳出面の改革
①児童館開館時間の見直しに係る目標効果額（R6～
R7）を約300万円増額修正しました

②次のとおり効果額の重複計上を整理しました

はだの行政サービス改革基本方針実行計画（以下「実行計画」
という。）では、１年間でPDCAサイクルを回すとともに、変化
する時代に応じて、取組の見直しを図ることとしています。
これに当たり、次のとおり実行計画を改定しました。

１ 趣旨

２ 改定の時期

３ 主な改定内容

資料２


